
島田市原子力災害
広域避難ガイドブック

令和７年５月
島田市



国際原子力事象評価尺度

レベル 事故例

７ 深刻な事故 福島第一原子力発電所事故(2011年)・チェルノブイリ原子力発電所事故(1986年)

６ 大事故 ー

５ 広範囲な影響を伴う事故 スリーマイル島原子力発電所事故(1979年)

４ 局所的な影響を伴う事故 東海村ＪＣＯ臨界事故(1999年)

３ 重大な異常事象 ー

２ 異常事象 美浜発電所２号機蒸気発生器伝熱管損傷事象（1991年）

１ 逸脱 浜岡発電所１号機余熱除去系配管破断(2001年)

０ 尺度未満 （安全上重要ではない事象）

評価対象外 （安全に関係しない事象）

事
故

異
常
事
象

出典：放射線による健康影響等に関する統一的な基礎資料（令和５年度版）を元に作成

災害対策基本法等を基に、市は「島田市地域防災計画（原子力災害対策偏）」を作成しており、重点区域の範囲、情報の収集・連絡体制等の整備、

避難に関する内容を記載しています。また、本計画を基に「島田市原子力災害広域避難計画」を定めており、避難方法や避難経路などに関する内容を記載

しています。

出典：静岡県原子力防災のしおり 平成30年10月

島田市原子力災害

広域避難計画
原子力災害対策指針※2

島田市地域防災計画

（原子力災害対策編）

原子力発電所の事故により、発電所から放射性物質が外に漏れてしまうことをいいます。原子力災害は、自然災害と比べ、主に次のような特徴があります。

国連科学委員会の報告によると、東京電力福島第一原子力発電所事故では、放射線被ばくによる確定的な健康影響は認められていないと評価しています。

一方で、無計画で無理な避難により、健康リスクの高い方の体調がさらに悪化するなどの被害が発生しました。この事故の教訓を踏まえ、原子力防災の基本

となる考え方をまとめた「原子力災害対策指針」が策定されました。

原子力災害とは

防災計画・避難計画

ワンポイント解説

防災基本計画※1

※1 災害対策基本法
※2 原子力災害対策特別措置法

出典：東京電力福島原子力発電所における
         事故調査・検証委員会 最終報告

静岡県原子力防災センターパネル
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区域 区域の範囲

UPZ
・旧島田市のうち、伊久身地区の犬間以北を除いた全地域
・旧金谷町の全域

UPZ外
・旧島田市のうち、犬間、小川、中平、二俣、白井、大森、
西向及び大平の区域
・旧川根町の全域

番号 避難単位 測定地点

１ 金谷南 ふじのくに茶の都ミュージアム

２ 湯 日 Glamping&port結

３ 初 倉 初倉南小学校

４ 島田西 島田市博物館

５ 島田東・六合 六合中学校

６ 金谷北 金谷生きがいセンター夢づくり会館

７ 伊 太 旧伊太小学校

８ 島田北・大津 中央公園モニタリングポスト

９ 大 代 消防団第１１分団３部詰所

１０ 北五和 駿遠学園

１１ 神 座 北部ふれあいセンター

１２ 相 賀 旧相賀小学校
島田市中央公園モニタリングポスト

出典：原子力防災のしおり 平成３０年１０月 静岡県

原子力災害が発生した場合において、住民等に対する被ばくの防護措置を短期間で効率的に行うためには、あらかじめ異常事態の発生を仮定し、施設の

特性等を踏まえて、その影響の及ぶ可能性がある区域を定めた上で、重点的に原子力災害に特有な対策を講じておくことが必要です。原子力災害対策を

重点的に実施すべき地域として、県では中部電力㈱浜岡原子力発電所から概ね半径３１ｋｍ圏内の地域を設定しています。

市地域防災計画において、「原子力災害対策を重点的に実施すべき地域の範囲」を市全域と定めており、UPZとUPZ外の区域を含めた市内全域を市原

子力災害広域避難計画の対象範囲としています。また、円滑な避難又は一時移転を実施するための測定地点と避難単位を下表のとおり定めています。

緊急時防護措置を準備する区域

発電所から概ね３１ｋｍ圏内

牧之原市の一部、菊川市、掛川市、吉田町、袋井市、

焼津市、藤枝市の一部、島田市の一部、森町の一部、磐田市の一部

UPZ（Urgent Protective Action Planning Zone）

PAZ（Precautionary Action Zone）

予防的防護措置を準備する区域

発電所から概ね５ｋｍ圏内

御前崎市、牧之原市の一部

UPZ

31km

PAZ

5km

Q:PAZ、UPZとは何ですか。

A:IAEA（国際原子力機関）の国際基準では、原子力発電所で事故が発生し緊急事態となった場合に、放射性物質が放出される前の段階から予防的に避難等を開始するPAZ

と、屋内退避などの防護措置を行うUPZを設けることになっています。IAEAの国際基準を参考に原子力災害対策指針では、PAZについては原子力発電所から概ね半径５ｋｍ

をUPZについては原子力発電所から概ね半径３０ｋｍを目安として、地方公共団体が地域の状況等を勘案して設定することと定められています。

原子力災害対策重点区域とは

避難単位

ワンポイント解説

島
田
北･

大
津

相賀

伊太

初倉

大代

北五和

金谷北

金谷南

湯日

島田西

島
田
東･

六
合

神
座･

鵜
網･

伊
久
美

UPZ外
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1
0.55 0.12

7日間積算外部被ばく線量の相対比(-)

屋外滞在時 非鉄筋コンクリート造家屋 鉄筋コンクリート造家屋

出典：原子力災害発生時の防護措置 －放射線防護対策が講じられた施設等への屋内退避ー （令和４年１０月２７日）を元に作成

屋内退避は、住民等が比較的容易に採ることができる対策であり、放射性物質の吸入抑制や放射線を遮へいすることにより被ばくの低減を図る防護措置で

す。自宅などの屋内に入り、できる限り外気に触れないよう、ドアや窓を全部閉めてください。換気扇やエアコンなども止め、外気の入り口も閉じましょう。

避難等は、原子力災害対策指針に基づき、発電所の状況や放射線測定値等により国が判断し、県、市、事業者等が連携し実施することになります。避難

等の判断基準とその内容は下図のとおりとなります。

４～５割程度の減

警戒事態
（原子力施設における異常事象の発生）

施設敷地緊急事態
（放射線による影響をもたらす可能性のある事象）

全面緊急事態
(放射線による影響をもたらす可能性が高い事象）

Ｐ
Ａ
Ｚ

Ｕ
Ｐ
Ｚ

原子力発電所

事故
発生

避難等の判断基準と行動内容

屋内退避とは

・施設敷地緊急事態
要避難者の避難・屋
内退避準備

・テレビ報道や市か
らの情報に留意

・屋内退避の準備

・施設敷地緊急事態要避難
者の避難・屋内退避実施
・住民の避難準備
・安定ヨウ素剤の服用準備

・住民の避難実施
・安定ヨウ素剤の服用※

・屋内退避
・避難、一時移転の準備

・屋内退避の準備
（事態の進展に応じて屋内退避）

事象進展

・テレビ報道や市か
らの情報に留意 ・屋内退避の準備

ＵＰＺ外

出典：中部電力ホームページ（エネルギー・原子力）

放射性
プルーム

９割弱の減

放射性
物質放出

放射性プルーム（放射性物質が雲状になったも

の）が通過するときに屋外で行動すると、かえって

被ばくが増すおそれがあります。屋内退避によって

放射性物質をできるだけ避けたほうが、被ばく量

を少なくすることができます。

屋内退避を継続

ワンポイント解説

原発事故由来の
放射線

ドア、窓の閉止
換気扇、エアコンの停止

屋内退避による被ばく線量の低減効果

屋外滞在時に対して、外部被ばく線量は、鉄筋コンクリート造建屋に屋内退避した場

合は９割弱の減、非鉄筋コンクリート造建屋に屋内退避した場合は４～５割程度

の減となります。

◇放射線防護の３原則

外部被ばくを避けるための考え方に放射線防護の３原則があります。これは、放射性物質との間で、

「遮へいをする」、「距離をとる」、放射線を受ける「時間を短くする」というものです。住民の「屋内退避」と

「避難」は、３原則の「遮へいをする」、「距離をとる」にあたります。
出典：原子力総合パンフレット ２０２３年度版

※原子力規制委員会は、安定ヨウ素剤の配布・服用について必要性を判断し、その判断に基づいて原子力災害対策本部または地方公共団体が指示を出す。

放射性物資放出後

緊急時モニタリングの値が基準値を超えた地域に対して、

避難単位ごとに避難または一時移転の指示が出されます。

（避難または一時移転の流れはｐ５～６参照）
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避難所

避難退域時検査
及び

簡易除染場所

避難経由所

避難又は一時移転は、住民の自家用車避難（乗り合わせ含む）が原則ですが、自家用車での避難が困難な住民については、市が指定する一時集合場

所（第一次指定避難所等）からバス等の移動手段により集団避難を実施します。避難退域時検査場所で「避難退域時検査済証」の交付を受けた後、

避難所を案内する場所である避難経由所を目指します。

Q:避難退域時検査場所ではどんな検査をしますか？

A:自家用車やバス等の車両を利用して避難等をする住民等の検査は、乗員の検査の代用として、

まず車両の検査を行い、結果が車両や携行物品の除染を講ずるための基準を超える場合には、

乗員の代表者（避難行動が同様の行動をとった集団のうちの1名）に対して検査を行います。

この代表者が基準を超える場合には、乗員の全員に対して検査を行います。

自家用車

測定器

発電所からの事故等に関する情報や、国や県からの避難等及び準備等に関する要請の連絡があった場合は、住民に対する広報や

関係機関に対し速やかに情報伝達する。

原子力事業者 国・県

市

住民等

オフサイトセンター

・事故等（災害及び被害）の状況に関する事項

・市及び関係機関の対応状況に関する事項

・屋内退避準備、屋内退避、避難準備、避難指示に関する事項

・安定ヨウ素剤の配布、服用に関する事項

・原子力災害における注意事項等

▷経路

▷内容

▷手段
テレビ

F M

島 田
防災メール

エリアメール

市公式LINE

防災行政無線

Q:オフサイトセンターとはどんな場所ですか？

A:原子力災害が発生した場合に、現地において、国の原子力災害現地対策本部や地方公共団体の災害対策本部

等が原子力災害合同対策協議会を組織し、情報を共有しながら、連携の取れた原子力災害対策を講じていくため

の拠点です。富士山静岡空港の近傍（牧之原市坂口3520-17）に所在しています。

ホームページ
電 話

衛星携帯

自治会長

福祉施設等

消防団

消防署

警 察

広報車

第一次指定
避難所

避難または一時移転の流れ

原子力災害時の広報

発行 提示

島田市 静岡県内

ワンポイント解説

ワンポイント解説

住民等

徒歩等 バス

避難先市町

避難経由所の目的（役割）

向かう：避難する際の第１目的地

調べる：検査済証の所持確認、健康状態の確認

知らせる：最終的な避難施設、経路を知らせる

ためる：自家用車で来たときの駐車場になる
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避難単位の名称 自治会等の名称 指定避難所 避難退域時検査場所 県内避難先 県外避難先

金谷南

牧の原
ふじのくに
茶の都ミュージアム

藤枝ＰＡ
静岡ＳＡ
清水ＰＡ
のいずれか

静岡市
（田町緑地スポーツ広場）

東京都内の
公共施設等

菊神
神谷城西公民館
菊川の里会館

姫宮町

金谷小学校
金谷元町

天王・二軒家

金谷中央

金谷東町

ふじのくに国際高校
学園通り 河津町

（河津バガテル公園第２駐車場）

湯日 湯日 Glamping&port結

うぐいすＰＡ
県工業技術研究所
日本坂ＰＡ
日本平ＰＡ
のいずれか

静岡市
（田町安倍中スポーツ広場）

初倉

南原

初倉南小学校

日本坂ＰＡ
日本平ＰＡ

静岡市
（田町安倍中スポーツ広場）

岡田

月坂

大柳

初倉中学校中河

井口

色尾・沼伏

初倉小学校旧初

谷口

島田西

河原町

島田高校
島田第一小学校
島田第一中学校 うぐいすＰＡ

県工業技術研究所
藤枝ＰＡ
静岡ＳＡ
清水ＰＡ
のいずれか

静岡市
（田町安倍中スポーツ広場）

稲荷町

向谷町

三ツ合町

若松町

向谷元町 島田樟誠高校

本通一丁目

島田第二小学校

大井町

中央第二

向島町

藤枝ＰＡ
静岡ＳＡ
清水ＰＡ
のいずれか

富士市
（富士川緑地公園）

宮川町

中溝町

横井町

島田第三小学校

中央第三

本通六丁目

南町

高砂・宝来

本通七丁目
島田商業高校

祇園・新田

島田東・
六合

元島田

島田第四小学校

藤枝ＰＡ
静岡ＳＡ
清水ＰＡ
のいずれか

長泉町
（長泉町健康づくりセンター）

元島田東町
函南町
（かんなみスポーツ公園）松葉町

御仮屋町

島田第五小学校

富士市
（富士川緑地公園）

旭町 沼津市
（愛鷹広域公園(市有地駐車場))

避難先一覧
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避難単位の名称 自治会等の名称 指定避難所 避難退域時検査場所 県内避難先 県外避難先

島田東・
六合

阿知ケ谷・東光寺

島田工業高校 藤枝ＰＡ
静岡ＳＡ
清水ＰＡ
のいずれか

沼津市
（愛鷹広域公園(市有地駐車場))

東京都内の
公共施設等

岸町 下田市
（道の駅「開国下田みなと」）

道悦島 六合小学校
六合中学校
六合東小学校

沼津市
（愛鷹広域公園(市有地駐車場))東町

金谷北

栄・代官

金谷中学校

藤枝ＰＡ
静岡ＳＡ
清水ＰＡ
のいずれか

松崎町
（道の駅「花の三聖苑」）

松崎新港

泉町 函南町
（かんなみスポーツ公園）

志戸呂
清水町
（清水町図書館・保健センター複合
施設）

島 夢づくり会館 東伊豆町
（町立体育センター）

横岡

五和小学校

南伊豆町
（道の駅 下加茂温泉湯の花）

竹下 西伊豆町
（黄金﨑クリスタルパーク）

牛尾 伊豆市
（狩野川記念公園）

伊太 伊太 旧伊太小学校

藤枝ＰＡ
静岡ＳＡ
清水ＰＡ
のいずれか

沼津市
（愛鷹広域公園(市有地駐車場))

島田北・
大津

本通三丁目・幸町

島田第二中学校 藤枝ＰＡ
静岡ＳＡ
清水ＰＡ
のいずれか

富士市
（富士川緑地公園）

本通四丁目・柳町

大津通

中央町

花みずき中央

大津 大津小学校 伊豆の国市
（旧スポーツワールド）

大代 大代 大代公民館

藤枝ＰＡ
静岡ＳＡ
清水ＰＡ
のいずれか

下田市
（道の駅 開国下田みなと）

北五和 北五和 北五和会館

藤枝ＰＡ
静岡ＳＡ
清水ＰＡ
のいずれか

南伊豆町
（道の駅（下加茂温泉湯の花）

神座・
鵜網・
伊久美

神座・鵜網 旧神座小学校 藤枝ＰＡ
静岡ＳＡ
清水ＰＡ
のいずれか

伊豆の国市
（旧スポーツワールド）

伊久身
（長島まで）

山の家 下田市
（道の駅 開国下田みなと）

相賀 相賀 旧相賀小学校

藤枝ＰＡ
静岡ＳＡ
清水ＰＡ
のいずれか

長泉町
（長泉町健康づくりセンター）

UPZ圏外

伊久身
（犬間以北）

旧伊久美小学校

藤枝ＰＡ
静岡ＳＡ
清水ＰＡ
のいずれか

下田市
（道の駅 開国下田みなと）

家山

川根地区５箇所
川根本町
農林業交流施設

静岡市
（田町緑地スポーツ広場）身成

抜里・葛籠
川根本町
（旧中川根南部小学校）笹間

避難先一覧

６



●自治会等の名称

●指定避難所

●避難退域時検査場所（代表地点）

ご自身の原子力災害時の避難計画を作ってみましょう。避難先や主な避難ルートは、「島田市原子力災害広域避難計画」の別表１をご覧ください。

わたしの避難計画

日頃の備えを確認しましょう

□身分証明書、マイナンバーカード

□通帳、印鑑、現金

□常用薬、お薬手帳

□家族３日分の飲料水、非常食

□紙おむつ、粉ミルク、ほ乳瓶

□携帯電話、充電器

□携帯用ラジオ（予備の電池）

□懐中電灯

□タオル、下着類

□着替え（動きやすいもの）

□レインコート、帽子

□マスク

□手袋

□衛生用品

□ウエットティッシュ、ちり紙

□ビニール袋

●県内避難先

●県外避難先

●主要な避難ルート

パンフレット 県避難システム 防災ガイドブック
市原子力災害
広域避難計画

発行 島田市危機管理部危機管理課
〒427‐8501 静岡県島田市中央町1－1
0547‐36‐7320
kikikanri@city.shimada.lg.jp
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